


















要約：家族や隣近所、地域社会などから、身近な育児情報が求められなくなった今日、街

に氾濫する情報の実態や、母親が情報をどのように受けとめているか、その結果はどうで

あるかを調査し、育児情報のありかたについて検討し、よりよい情報発信と受けとめ方を

考察することが、本研究の目的である。今年度は、情報とは何か、特に小児保健に関する

育児情報の実態を調査するためにどのような方法をとったらいいのかを、情報学、保健所、

保育所、電話相談、マスコミ関係、病院、医学教育、母子教室、保健教育の各領域で検討

した。


